
平成３０年度 京都市立西陵中学校 学校教育目標・経営方針 

 

学校教育目標 

  ≪ 正しく 仲よく 逞しく ≫  

未来を切り拓く，調和のとれた生徒を育成する 

 

 

目指す生徒像 

■ 主体的に学び，自らの未来を切り拓く生徒 

■ 基本的生活習慣を確立し，自律的な行動ができる生徒 

■ 多様な価値観を認め合い，自他を大切にする生徒 

 

 

目指す教職員像 

■ 職責を自覚し，自己の資質・能力の向上に努める教職員 

■ 生徒一人一人を大切にして指導・支援をおこなう教職員 

■ 協働し相互に指摘しあえる教職員 

 

 

目指す学校像 

■ 命と人権が大切にされる学校 

■ 生徒が目標をもって学び続ける学校 

■ 保護者・地域や社会と連携して生徒を育てる学校 

 

 

学校経営方針 

  ■ 「国立教育政策研究所 教育課程研究指定校事業 数学」の研究を軸に，「教科

授業の改善」「授業と連動した家庭学習の習慣化」を推進する。知識，技能の定

着と思考力，判断力，表現力等の育成を図る。 

■ 生徒の実態や課題を的確に捉えて，カリキュラム・マネジメント（教育課程の

編成・実施・評価・改善のサイクルを推進）を展開する。 

■小中一貫教育推進の具体的な取組を進める。 


